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要 旨
本研究の目的は、小児専門病院に勤務する看護師の属性による職務ス トレス認知とサポー ト認知 との関連を明 らかにし、
職務ス トレス認知とサポー ト認知によるス トレス反応への影響 を明 らかにす ることである。352名 のスタッフナースを対
象として質問紙調査を行った結果、以下のことが明らかになった。
職務ス トレス認知には、新卒率(病 棟看護スタッフに占める看護経験1年 未満の新卒看護師の割合)が 影響を与えてい
た。またサポー ト認知には、看護経験年数が 「3年未満」「6年以上」の群では、上司からのサポー トが高く、小児看護経
験年数が 「3年未満」「3年以上6年 未満」の群では、同僚看護師からのサポー トが高く、勤務年数や専門領域への希望の
有無によって認知 しているサポー トは異なっていた。
さらに、職務ス トレス認知が高まるにつれ、【うつ症状】【心身症傾向】【不安傾向】が高まっていたが、上司によるサ
ポー トが 【不安傾向1を 、上司、同僚看護師によるサポー トが 【うっ症状】【心身症傾向】を、同僚看護師によるサポー
トが 【心身症傾向】を緩衝させる効果があった。
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1.緒 言 の特徴2)な どの分析がされてきた。 しかし、一般病院の
子どもの入院環境は、少子化による入院患者の減少と入 小児の病棟 と小児専門病院では、物理的型 竟、看護師の人
院期間の短縮傾 向や、高度な医療技術を必要とする専門性 員配置、家族同室の割合、小児の疾患などの職場環境が異
の高い医療への期待による影響が見られる。そのため医療 なってお り、看護師の職務ス トレスにも影響すると予測 さ
の現場では、高度な医療技術を必要とする小児に対する迅 れた。
速で適切な専門性の高い小児看護 の実践が求あられてい そこで、本研究では、小児専門病院で働く看護師の属性
る。 による職務ス トレス認知 とサポー ト認知 との関連 を明 ら




師の職務ス トレスにも影響を与えていると考えられる。研 Lazarus&Folkmanの ス トレス ・コーピング理論5)と 先行
究者は、看護師を対象とした職務ス トレス研究において、 研究1)を 基盤に、研究の概念枠組みを作成 した(図1)。
小児の入院する病棟で働 く看護師が、他の看護師と共通す なお本研究においては、職務ス トレスとは、看護師個人が
るス トレスと小児看護特有のス トレスがあると予測し、小 仕事上において認知 した負担感の程度 とし、ソーシャルサ
児病棟で働 く看護師を対象としたス トレス研究を進めて ポー トは、Houseの4つ のソーシャルサポー ト(情 報的 ・
きた1)2)3)。小児を対象 とした病棟の形態は、一般病院で情緒的 ・評価的 ・道具的)に 対して、看護師個人が職場お





































院の うち19施 設を無作為に選び、承諾が得 られた9施 設






















証 されている、小児看護師職務ス トレッサー尺度4)を 用
いた。 この尺度は表1に 示すように33項 目で構成 されて
いる。各項 目は 「頻度(0-4点)」 「負担の程度(1-4点)」
で測定 され、両者の積を算出し、表1に 含まれ る33項 目
の合計得点を職務ス トレス得点 とした。本研究対象者 の
33項 目におけるCronbachの α係数は、0.87で あった。
3)サ ポー ト認知
サポー ト認知は、研究者らが独 自に開発 したサポー ト認
知尺度3)を 用いて測定した。この尺度はHouseの ソーシ
ャルサポー トの種類に基づいて、情報的・情緒的・評価的 ・
道具的の4局 面のサポー ト内容を設定 している。看護師の
認知するサポー ト源は、病棟の師長(以 下「上司」とする)、
病棟で一緒に働 く師長以外の看護師(以 下 「同僚看護師」
とする)、同じ病棟以外の看護師の友人(以 下 「看護師友
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人」とす る)、病棟で接する医師や他の医療職者(以 下 「医

































15入 院が長期化 し子どもが病院の生活に慣れてしま う

16予 後不良の子 どもに対して無力感を感 じる




























各サポー ト源の得点は、 「上司」 「同僚看護 師」 「医師 ・
その他 」では情報的 ・情緒的 ・評価 的 ・道具的 の4局 面の
サポー ト内容、 「看護師友人」では情報的 ・情緒的 ・評価
的の3局 面 のサポー ト内容 、「看 護師の家 族」「病棟 の子 ど
もや家 族」では情緒的 ・評価 的の2局 面のサポー ト内容 に
ついて、4段 階(1-4点)で 回答 を求め、それ らの合計得
点 を 算 出 し た も の を用 い た。 な お 本 研 究 対 象 者 の
Cronbachの α係数 は、「上司」o.a7、 「同僚看護師」0.79、
「看護 師友人 」0.81、 「医師 ・その他」0.77、 「看護師の家
族」0.71、 「病棟 の子 どもや家族」0.49で あった。 「病棟
の子 どもや家族 」はCronbachの α係数 が低いた め、分析
より除外 した。
4)ス	 トレス反応
ス トレス反 応は、渡辺6)が 翻訳 したHopkinsSymptom
Checklistの うち、 うつ 症状(11項 目)、 不安傾 向(7項
目)、心身症傾 向(12項 目)に つ いて、各項 目を5段 階(1-5











統計 処理 には統計パ ッケー ジSPSSver.11を 用いて行い、
有意水 準は5%未 満 を採用 した。
w.結 果 ・
197名(回 収率56.0%)よ り郵送 があ り、不明 回答が多
い19名 を除いた178名 を有効回答とした(有 効回答率90.4%)。
1,対 象の属性
年齢 は平均34,5歳(SD=8.7)、 性別 は男性3名(1.7%)、
女性174名(97,7%)、 無回答1名(0.6%)で あった。看
護経験年数 は、平均12.0年(SD=8.6)で 、 「3年未 満」23
名(12.9%)、 「3年以上6年 未満」33名(18.5%)、 「6年
以上」119名(66.9%)、 無回答3名(1.7%)で あった。
表2Honl血ssymptomChecklist































































小児看護 経験年数 は、平均8.8年(SD=7.6)で 、 「3年 未
満」44名(24.7%)、 「3年以上6年 未満」40名(22.5%)、
「6年以上」90名(50.6%)、 無回答4名(2.2%)で あっ
た。看護専門領 域での経験の有無では、 「小児看護 のみ」
98名(55,1%)、 「他 の看護経験 あ り」75名(42.1%)、 無
回答5名(2.8%)で あった。小児看護へ の希望 の有無 は、
「希望 した」138名(77.6%)、 「希 望 しなかった」38名
(21.3%)、 無回答2名(1.1%)で あった。家族 同室の割
合 は、「ほ とん ど全員 」48名(26.9%)、 「約 半数 」22名
(12.4%)、 「ほとんどない」99名(55.6%)、 無回答9名
(5.1%)で あった。新卒 率は、平均8.3%(SD=4.1)で あ
り、 「5%未 満 」31名(17.5%)、 「5%以 上10%未 満」73
名(41.0%)、 「10%以 上15%未 満 」60名(33.7%)、 「15%
以上」7名(3.9%)、 無 回答7名(3.9%)で あった。患
者率 は、平均1.4人(SD=0.5)で 、 「1.00人 以下」22名
(12.4%)、 「1.01-1.50人 以 下 」101名 嘲(56.7%)、
「1.51-2.00人 以 下 」32名(18.0%)、
「2.of人以上」16名(9.0%)、 無回答7名(3.9%)で あった。
2.属	性 と職務ス トレス得点 との関係
職務ス トレス得点は 、平均261.2(SD=59.5)で 、平均得
点未満 を低 ス トレス群83名(46.6%)、 平均得点以上 を高
ス トレス群95名(53.4%)と した。















3.サ ポ ー ト認 知
サ ポ ー ト源 ご と の サ ポ ー ト認 知 平 均 得 点 は 、 「上 司 」
10.8(SD=2.6)、 「同 僚 看 護 師 」12.3(SD=2.1)、 「看 護 師 友
人 」9,9(SD=1.7)、 「医 師 ・そ の 他 」8,1(SDニ2.4)、 「看 護
師 の 家 族 」6.2(SDニ1,5)で あ っ た 。 サ ポ ー ト源 ご と の サ
ポ ー ト認 知 得 点 を 比 較 す る た め に 、サ ポ ー ト認 知 得 点 を 項
目数 で 割 っ た 結 果 、 「看 護 師 友 人 」3.3(SD=0.6)、 「同 僚 看
護 師 」3.0(S圓.5)、 「看 護 師 の 家 族 」3.1(SD=0.7)、 「上
司 」2.7(SD=0.7)、 「医 師 ・その他 」2.0(SDニ0.6)の 順 で あった。







図2サ ポー ト遁 ごとサポ 一ート認知得 点の割合
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対象 の属性 とサポー ト源 ごとのサポー ト認知2群 との
間では、次の よ うな関連 があ った。看護経験年数3群 は、
「上司」(x2(2,1T5)ニ8.10p<.05)と 有意差 があった。残差
分析の結果 、 「3年未満 」 「6年以上」の群 では、高サポー
ト群の割合 が高いが、 「3年 以上6年 未満 」の群 では低 サ
ポー ト群 の割合 が高 くなっていた。小児看護 経験 年数3
群 は、「同僚看 護師」(2x(2,114)=7.43p〈.05)と 有意差が
あった。 残差 分析 の結 果、 「3年未満」 「3年以上6年 未
満 」の群では、高サポー ト群 の割合が高 く、 「6年 以上」
の群 では低 サポー ト群 の割合 が高 かった。小児看護への希
望 は、「看護師友人 」(x2(1,176)=6.13p<.05)と 有意 差
があった。残差分析 の結果 、小児看護 を希望 した者 が高サ
ポー ト群 の割合 が高 かった。 看護 専門領域 での経験の有
無 、家族 同室 の割合 、新 卒率 とサポー ト源 ご とのサポー ト
認知2群 とは、関連 がなかった。
5,職 務ス トレス得点とサポー ト認知によるス トレス反応 との差異
職務 ス トレス反応 は、【うつ症状 】31.8(S卜814)、 【心
身症傾向】28.6(SD=8.1)、 【不安傾向】15.3(SDニ8.1)で あった。
職務 ス トレス得 点2群 とサ ポー ト源 ごとのサポー ト認 知








ー ト源 ごとのサポー ト認知に有意な差はみ られなかった
が、職務ス トレス得点2群 において主効果に有意差があっ
た。【うっ症状】【心身症傾 向】【不安傾向】ともに、高サ











表3職 ス トレス 点とサポー ト認知、ス トレス反応の二元配 分 の結
(数字はF値)
心身症傾向 うつ傾向 不安傾向
職務 ス トレス2群 4.69X 13.34XX 6.08X
上司 1.12 0.60 0.28
交互作用 0.09 0.49 0.00
職務 ス トレス2群 5.98X 14.36XX 7.29XX
同僚看護師 5.63X 1.36 o.is
交互作用 1.85 0.83 0.59
職務 ス トレス2群 4.95X 13.31XX 6.38X
看護師友人 0.05 1.90 1.55
交互作用 o.7i 0.11 q68
職務 ス トレス2群 5.54X 14.53XX 7.57XX
医師 ・そ の他 0.85 0.16 0.25
交互作用 0.03 1.03 0.50
職務 ス トレス2群 5.80X 13.68XX 7.22XX
看護師の家族 0.85 o.00 0.20































合、高ス トレス群よりも低ス トレス群の割合が高く、新卒 一





































はサポー トカ として強 く認知されていることが明 らかに
な り、新人甥の看護師にとっては、看護師 として、また職
業人としての熟練者にあたる上司が大きな影響力を持っ
ており、先行研究9)10)と 一致 している。 しかし小児看護
経験年数 「3年未満」の群では、サポー ト源ごとのサポー
ト認知では 「同僚看護師」が高い割合 となっていた。本研









































職務ス トレス得点とサポー ト認知間には交互作用が見 ら
れず、職務ス トレスがス トレス反応に強い影響力を有して
お り、ス トレス反応に対 してソーシャルサポー トが重要な
調節因子として作用 しにくいことがわかった。しかし【心
身症傾向】には、「同僚看護師」によるサポー トが影響を
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A STUDY ON JOB STRESS AND SOCIAL SUPPORT 
OF NURSES IN CHILDREN'S HOSPITAL 
Kawakami C, Fujiwara C, Nio K, Iwami K, Monji T, Takada H, Takaya Y. 
ABSTRACT 
The purpose of this questionnaire survey is to clarify a relationship between job stress and recognition of support, 
and its effect to respond to subsequent stress in a total of 352 ward nurses with various career years working at a 
children's hospital. The findings are as follows. The recognition of job stress depends on the rate of new graduates 
(the percentage of nurses with less than one-year-career among staff) at the ward. Recognition of support is different 
among nurses; depend on their own career years and presence or not of their desire to special field. Among nurses 
who had worked at the pediatric ward less than 3 years and more than 6 years, there is a high incidence of support 
from their head nurses. While, in nurses with their careers less than 3 years, and between 3 years and 6 years, 
support from their fellow workers appears to be important. As recognition of official stress increases, there is a 
proportional incidence of depressive sign, neurotic tendency, and/or anxious tendency.It is effective to ameliorate 
anxious tendency by means of superior's support, as well as depressive sign and neurotic tendency by both their 
superiors and colleagues, and neurosis by their fellow workers. 
Keywords childre n's hospital, nurse, job stress, soci al support, stress response 
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